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Chapter 1: 概要

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitは、インターネットサーバに特定の保護機能を追加すること

で、LifeKeeper製品を拡張します。LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitは、インターネットサーバの

状態を継続的に監視し、問題が発生した場合には、問題の影響を受けたサイトをスタンバイシステム

に自動的にフェイルオーバします。Microsoft IIS Recovery Kitは、Web、FTPおよびSMTPサイトを保

護します。複数のLifeKeeper IIS リソースが設定されている場合は、Web、FTP、または SMTPサイト

を個々に停止 /開始できます。

IIS の概要

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitは、次の問題が発生しないようにインターネットサーバを保護し

ます。

l システム障害またはサーバ停止

l ネットワークインターフェースカード (NIC)障害

l 通信障害 (Webサーバは稼働するが、応答しない)

l スタートアップ障害 (スタートアップ時にWebサーバが停止状態になる)

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitには 2つのリカバリ手順があります。システム障害またはNIC障

害の場合は、Recovery Kitが問題のWebサーバの IPアドレスをスタンバイシステムに転送して、スタン

バイWebサーバを起動します。通信障害またはスタートアップ障害が発生し、ローカルのリカバリを実

行できない場合には、LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitは、問題の影響を受けたWebサーバを

最初に停止させ、再起動して、問題が解決するかどうかを調べます。Recovery Kitは再起動に失敗

すると、サービスをバックアップWebサーバにフェイルオーバします。

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitは、 IISアプリケーション、 IP、ボリュームリソース間の依存関係

を管理します。最初に、Webサーバで使用する IP リソースとボリュームリソースを作成します。次に IIS
リソースを作成すると、LifeKeeper Microsoft IIS Recovery KitがMicrosoft IIS設定を読み取って、 IIS
リソースと IP/ボリュームリソース間に必要な依存関係を自動的に作成します。

次に示すのは LifeKeeperのGUIに表示される IIS階層の例です。Webサイトには、「Switchable113」
という IPアドレスと「WEB.Vol.X」というボリュームの両方に依存関係があり、ここのWebサイトのコンテ

ンツを含んだホームディレクトリが常駐しています。 IP リソースとボリュームリソースはいずれも、このWeb
サイトを作成する前に作成されたものです。  
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IISの概要
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Chapter 2: IIS のインストール

このセクションでは、LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitのインストールについて説明します。

ハードウェアとソフトウェアの要件

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitのインストールまたは削除を試みる前に、構成が以下の要件

を満たしていることを確認してください。

l オペレーティングシステムソフトウェア。LifeKeeperは以下のバージョンのWindowsオペレーティン

グシステムをサポートします。

l Windows Server 2003 Standard Edition、Enterprise Edition、Data Center Edition、Web
Edition

l Windows Server 2003 R3の各 Edition

l Windows Server 2008 Standard Edition、Enterprise Edition、Data Center Edition、Web
Edition

l LifeKeeper ソフトウェア。各サーバに同じバージョンのLifeKeeperソフトウェアとすべてのパッチを

インストールする必要があります。具体的な LifeKeeperの要件については、リリースノートを参

照してください。

l SteelEye DataKeeperソフトウェア (オプション)。共有ストレージではなく複製ボリュームで IISを

使用する計画を立てている場合は、SteelEye DataKeeper forWindows ソフトウェアを各サーバ

上にインストールする必要があります。

l LifeKeeper IP Recovery Kit。各サーバ上に LifeKeeper IP Recovery Kitをインストールしてお

く必要があります。LifeKeeper IP Recovery KitのすべてのTCP/IP設定要件は、LifeKeeper
Microsoft IIS Recovery Kitにも該当します。

l IP ネットワークインターフェース。各サーバに、最低 1つのTCP/IP対応ネットワークインターフェー

スが必要です。 IP切り替えを正しく機能させるためには、ローカルネットワークに接続されたユー

ザシステムが標準のTCP/IP仕様に準拠している必要があります。注記 :必要なネットワークイ

ンターフェースはサーバごとに 1つずつですが、スループット要件、単一点障害の排除、ネットワー

クセグメンテーションなど、いくつかの理由で複数のインターフェースを使用する必要があります。

l TCP/IPプロトコル。サーバごとに TCP/IPをインストールし、正しく設定する必要があります。

l 2つのサーバが、同一のLANセグメント上に存在する (つまり、2つのシステムの間にルー

タがない)必要があります。

l LifeKeeper階層を作成するために、 IPアドレスを空けてください。
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キットのインストール

l アクティブな Microsoft IISサイトごとに、アクティブ IISサイトとスタンバイ IISサイト

の間で共有する切り替え可能な IPアドレスが1つ必要です。

l 複数のMicrosoft IISサイトを保護する場合は、保護対象の IIS リソースごとに

追加の IPアドレスが必要です。

l IIS ソフトウェア。このRecovery KitはMicrosoft Internet Information Services (IIS)リリー
ス5.0、6.0、7.0をサポートします。LifeKeeperおよびLifeKeeper Microsoft IIS Recovery
Kitを設定する前に、各サーバにMicrosoft IISソフトウェア、 IISサーバ役割、FTP機能

または SMTP機能がインストールされて設定されている必要があります。各サーバに同

一のバージョンをインストールする必要があります。

注記 : LifeKeeper forWindowsおよび IIS 7.0用のMicrosoft FTP Service7.5が稼働し

ているシステムの場合は、Windows 2008 R2が必要です。LifeKeeper forWindowsおよ

び IIS 7.0用のMicrosoft FTP Service7.5はWindows 2008 R1ではサポートされませ

ん。

キットのインストール

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery KitはCD-ROMまたは FTPダウンロードで提供される LifeKeeper
forWindows コア製品に含まれています。

キットの削除

注意 : Recovery Kitを削除する前に、必ずすべてのLifeKeeper IIS リソースをサービスから削除してくだ

さい。キットが削除されると、これらのリソースは使用できなくなります。

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitは LifeKeeper forWindows コア製品に含まれてお

り、LifeKeeper forWindows コア製品を削除するとアンインストールされます。

構成の定義と制限

アクティブ/アクティブ構成

IISでは、1つのクラスタ内の各サーバで複数のWeb/FTPサイトとSMTP仮想サーバを動作させること

ができます。1つのシステムで許可される (または必要とされる) IISソフトウェアのインスタンスは 1つのみ

です。LifeKeeperでは、Webサイト、FTPサイト、SMTP仮想サーバを個々に保護し、管理できます。

これ以降の説明では、Webサイト、FTPサイト、SMTP仮想サーバを意味する一般用語として「サイ

ト」を使用します。

次の図は、Webサーバの標準構成を図示したものです。
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IIS構成の考慮事項

この構成では、各サーバに 2つのWebサイト、すなわち、1つのプライマリWebサイトと1つのバックアッ

プWebサイトがあります。サーバ1にはWebSite1のプライマリインスタンスとWebSite2のバックアップイン

スタンスがあります。サーバ2は逆の構成、Webサイト 2のプライマリインスタンスとWebサイト 1のバック

アップインスタンスの構成になっています。ある特定のサーバでユーザ要求のサービスを実際に行うのは

Webサイトのプライマリインスタンスのみです。

また、サーバ1には、FTPsiteという名前のFTPサイトのプライマリインスタンスとSMTPvs という名前の

SMTP仮想サーバのバックアップインスタンスがありますが、サーバ2には FTPサイトのバックアップインスタ

ンスとSMTP仮想サーバのプライマリインスタンスがあります。

プライマリのWebサイトがユーザ要求のサービスを中止すると、LifeKeeperは、バックアップサーバ上のバ

ックアップインスタンスをアクティブにして、サービスを引き継がせます。そのため、サーバ1のWebSite1に
障害が発生すると、LifeKeeperはサーバ2のバックアップインスタンスをアクティブにします。この切り替え

の後は、サーバ2で 2つのアクティブインスタンスが動作することになります。障害が発生したWebサー

バの問題が解決したら、サービスをサーバ1に戻すことができます。LifeKeeper Microsoft IIS Recovery
Kitでは、サービスを手動で元に戻せるほか、LifeKeeperの自動スイッチバック機能を使用できます。

IIS 構成の考慮事項

LifeKeeperでは、インターネットサーバ設定に関して一定の制限を設けています。これらの制限によっ

て、スタンバイWebサーバ/サイトが正しく完全にアクティブWebサーバ/サイトと切り替わります。

デフォルト Webサイトおよび新規 Webサイト

IISのインストール処理によって作成されたデフォルト Webサイトを LifeKeeperで保護するには、小さな

設定変更を 1つ行います。デフォルト Webサイトを再設定して、サイトに LifeKeeperで保護された IP
アドレスを使用する必要があります。

また、サイトに LifeKeeperで保護された IPアドレスを使用するように設定されている新規のWebサイ

トも、LifeKeeperで保護することができます。

SPS forWindows 5



プライマリとバックアップの指定

プライマリとバックアップの指定

アクティブサイトの作成先のサーバがこのWebサイト用のプライマリLifeKeeperサーバになります。スタン

バイサイトの作成先のサーバがこのサイト用のバックアップサーバになります。「プライマリ」サーバと「バック

アップ」サーバの指定が設定対象のサイトごとに異なることを念頭に置いてください

命名規約

LifeKeeper保護を可能にするには、次のサイト名規則を使用する必要があります (名前は IISコン

ソールの [説明 ] フィールドに入力します)。

l 英数字とダッシュのみを使用します。

l 保護対象のWebサイトの名前 (説明 )を変更する必要がある場合は、最初に、LifeKeeper
IIS リソースを削除してから、説明を変更し、リソースを作り直してしてください。

同一のプライマリ/バックアップWebサイト

プライマリ IISサイトごとに、他方のサーバに同じバックアップ IISサイトを作成する必要があります。これら

の2台のサーバを LifeKeeperハートビートで接続する必要があります。プライマリサイトとバックアップサイ

トを同じにするには、次の基準を満たす必要があります。

l [プロパティ]フォームの [説明 ] フィールドに、大文字、小文字の区別も含めて同じサイト名を入

力する必要があります

l プロパティフォームのサイトに割り当てられている切り替え可能な IPアドレス、ポート、ヘッダは同

じにしてください。

l Webまたは FTPコンテンツ用に共有またはレプリケーションボリュームを使用する場合には、 [
ホームディレクトリのパス] フィールドに割り当てるボリュームのドライブレターとフォルダを同じにする

必要があります。

l 特定のWebサイトに対して、複数のバックアップサイトを設定する場合は、他のWebサイトにも

同じ IDを設定する必要があります。すなわち、プライマリおよびバックアップのWebサイトは同一

の IPアドレス、ポートおよびヘッダを含んでいる必要があります。

l 一方のWebサイトを安全な Webサイトとして設定する場合には、他方のWebサイトも安全

な Webサイトとして設定する必要があります。安全な Webサイトには別の制限が適用されま

す。詳細については、次のセクションを参照してください。

安全なサーバの設定

安全なサーバとは、通信で SSL (Secure Socket Layers)を使用するWebサーバです。送受信される

データが暗号化され、また、WebクライアントとWebサーバが互いに相手を識別できるため、セキュリテ

ィが向上します。安全なサーバでは、URLとして http:ではなくhttps:を使用します。安全なサーバのデ

フォルトのポート番号は 443です。

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kit とLifeKeeperは、安全な IIS Webサイトを稼働させる方法に

違いはありません。実際、 IISでは、同じ Webサイトに TCPポートとSSLポートの両方を設定できま

す。スタートアップ手順や操作手順は変わりません。そのため、キーが生成され、該当のデジタル署名

が IISにインストールされたら、SSLポートを設定して、動作させることができます。
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IIS構成

IIS構成

LifeKeeper保護を確実にするためには、次の構成規則を守る必要があります。

l [プロパティ] フォームまたは [バインディング] フォームの [IPアドレス] フィールドで指定した IPアドレ

スを持たない IISサイトを保護することはできません。

l Webコンテンツで共有またはレプリケーションボリュームを使用している場合には、「このコンピ

ュータ上のディレクトリ」として、ホームディレクトリを指定する必要があります。次のいずれかとして

指定している場合、LifeKeeperはホームディレクトリを保護できません。

l 別のコンピュータ上での共有

l URLへのリダイレクト

l LifeKeeperで保護されていないボリューム

ドキュメントコンテンツの場所

共有および複製コンテンツストレージ

コンテンツボリュームが共有または複製ボリューム上にある場合は、両方のWebサイトが同じ共有また

は複製ボリュームおよびフォルダを指定する必要があります。アクティブとスタンバイのWebサーバ/サイト

を同じにするには、プライマリサーバとバックアップサーバに同じコンテンツファイルを含める必要がありま

す。ただし、コンテンツボリュームが共有または複製されたものでない場合は、コンテンツボリュームを両

方のシステムで更新する必要があります。

フェイルオーバ時のデータアベイラビリティを確実にするために、プライマリサーバ上の共有ディスクまたは

複製されたディスク上のフォルダとしてホームディレクトリを設定し、プライマリサーバと同じホームディレクト

リをバックアップサーバ上に設定してください。これにより、コンテンツファイルの1つのコピーのみをメンテナ

ンスできます。

非共有ストレージ

設定で共有ストレージを使用しない場合には、それぞれのサーバ上のローカルボリューム間でコンテンツ

を同期する必要があります。LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitには、2つのサーバ間でコンテンツ

を同期する機能はありませんが、いくつかの推奨事項を挙げます。

l SteelEye DataKeeperを使用して、各アクティブサーバ上のデータボリュームをスタンバイサーバへ

コピーしてください。

l Microsoft Site Server 3.0などのコンテンツコピーツールを使用してください。コンテンツコピーツー

ルとして、Robocopyユーティリティも使用できます。Microsoft Site Serverのほうが推奨されま

す。

l テープバックアップシステムを使用している場合にはプライマリサーバにファイルのテープバックアップ

を作成してから、それらを必要に応じてバックアップサーバ上に復元します。

複数の IISサイトで異なるボリュームを使用する

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitは、 IIS リソース階層を作成するときに、 IISの構成として指定さ

れた IPアドレスとホームディレクトリのパスを使用してコンテンツボリュームに関連する依存関係を作成
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LifeKeeperとともに IISをインストールおよび構成する

します。複数のサイトを保護する場合は、サイトごとに異なる IPアドレスおよびボリュームを指定してくだ

さい。

次の階層は同じ IPアドレスおよび異なるボリュームリソースを使用するMyFTPSiteおよびMyWebSite
です。一方のサイトで行うメンテナンスは、もう一方のサイトに影響します。これは、両サイトに共通の

IP リソース依存関係があるためです。

バックアップサーバ上でMyFTPSiteをサービス状態に戻すと、その依存関係もバックアップサーバに移動

します。これにより、MyWebSiteはプライマリサーバ上でサービス対象外とみなされます。その場合、バッ

クアップサーバ上でMyWebSiteをサービス状態に手動で戻す必要があります。

保護された IISサイトごとに異なる IPアドレスとボリュームを割り当てると、個別管理が可能になるた

め、リソースを柔軟に管理できるようになります。ただし、上記の図のようにそれらをグループとして管理

するほうが適している場合もあります。

LifeKeeper とともに IIS をインストールおよび構成する

次に進む前に、このガイドの前の章での推奨事項に従ってストレージとネットワークの設定を済ませてお

く必要があります。

インストールのチェックリスト

インストールおよびセットアップのシーケンスは、以下の順序で実行される必要があります (各手順の詳

細については、他のトピックを参照してください)。

1. 複製ボリュームを使用している場合は、各サーバにSteelEye DataKeeperをインストールして、

ミラーを作成します。

2. LifeKeeper IP Recovery KitおよびLifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitを含むLifeKeeper
Coreを各サーバにインストールして、設定します。

3. すべてのサーバでMicrosoft IISをインストールして、設定します。

SteelEye DataKeeperのインストールとミラーの作成

複製ボリュームを使用する場合は、ここでWindows ソフトウェア用のSteelEye DataKeeperをインス

トールしてミラーを作成する必要があります。詳細については、SPSインストレーションガイド を参照して
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ください。

LifeKeeperおよびリカバリキットのインストールと構成

次の手順では、LifeKeeper IP Recovery KitおよびLifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitを含む

LifeKeeper Coreをすべてのサーバにインストールします。LifeKeeperのインストールに関する詳細につい

てはLifeKeeperのインストールを参照してください。すべてのサーバに、同じバージョンのLifeKeeperをイ

ンストールする必要があります。

LifeKeeperをインストールした後で、すべてのサーバを再起動する必要があります。再起動したら、すべ

てのサーバ上で LifeKeeperが稼働していることを確認してください。

これで、LifeKeeperを設定できるようになりました。以下に、LifeKeeperのセットアップ作業の正しい順

番を示します。LifeKeeperの設定作業の詳しい説明については、[ヘルプ]ボタンをクリックする

か、LifeKeeperの設定を参照してください。

1. 可用性を高める場合は、LifeKeeperの [シャットダウン時の動作 ]を [リソースを切り替える]に設

定してみてください。クラスタ内の各サーバ上で [サーバプロパティ]を編集することによって、この

作業を行うことができます。シャットダウン時の動作を切り替えにすると、サーバのシャットダウンが

正常に行われていれば、LifeKeeperの保護対象のすべてのリソースが別のサーバに移動されま

す。 [シャットダウン時の動作 ]は、すべてのサーバに対して設定する必要があります。

2. [LifeKeeper通信パス]を設定します。最も信頼性の高い通信パス設定をする場合には、2つ
の別々の通信パス (可能であれば 3つ)を作成してください。TCP/IP通信パスの場合、2つの

サーバ間でプライベートネットワークを使用した際に最も良い結果が得られます。

3. 必要に応じて、各 Webサーバ /サイトのペアに切り替え可能な IPアドレスを作成します。[編
集 ] メニューの [サーバ]を選択し、さらに [Extend Resource Hierarchy]を選択します。ドロップ

ダウンリストから IP アドレスを選択して、保護対象アプリケーションウィザードによって必要な情

報を入力します。必要に応じて、それぞれの切り替え可能 IPアドレスについて繰り返してくださ

い。

LifeKeeper切り替え可能 IPアドレスを作成するときは、以下の点を考慮してください。

a. プライマリサーバとは、通常はアクティブな Webサーバ /サイトを実行するサーバで

す。これは優先順位を 1に設定して、 IP リソースが後で作成される IIS リソースと

一致するようにする必要があります。

b. 必要に応じて、スイッチバックストラテジーを [インテリジェント ] (デフォルト )から [自
動 ]*に変更してください。

c. 同じサブネット上に 2つのNICがある場合は、 IPローカルリカバリ*オプションを設

定して、LifeKeeperに 2つのカード間で切り替え可能な IPアドレスのサービスを

移動させるようにすると、可用性を高めることができます。

*スイッチバックストラテジーおよび IPローカルリカバリの詳細については、関連のトピックを

参照してください。

4. 切り替え可能な IPアドレスの切り替えと応答をテストします。

a. 切り替えのテストを行うには、LifeKeeper GUIを起動してください。切り替え可能な IPア

ドレスは、プライマリサーバでは緑 (アクティブ)、バックアップサーバでは青 (スタンバイ)で表

示されます。階層ツリー内の IPインスタンスを右クリックし、ポップアップメニューから [サービ
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ス開始 ]を選択して、リストボックスからバックアップサーバを選択してください。この切り替

え可能 IP リソースは、バックアップサーバ上で青から緑に変わります。残りのすべての切り

替え可能 IPアドレスに対して、このテストを繰り返してください。すべての切り替え可能

IPアドレスのテストが完了したら、プライマリサーバ上でこれらを [サービス開始 ]に戻してく

ださい。

b. 応答のテストを行うには、MS-DOSウィンドウを開いて、各切り替え可能 IPアドレスに

対して pingコマンドを実行してください。切り替え可能 IPアドレスからは、pingに対して

応答時間とパケットロス値が返されます。

c. 切り替え可能 IPアドレスが切り替えとpingのテストに合格するまで、先に進まないでく

ださい。

5. Web/FTP/SMTPサービスのためのホームディレクトリを含むボリュームリソースを作成します。ボリ

ュームリソース切り替えを実行して、ボリュームがプライマリサーバとバックアップサーバ上でサービス

中の状態になることを確認してください。また、保護対象の IPおよびボリュームリソースに割り当

てた優先順位が、各サーバ上で一致しているか確認してください。

全サーバでのMicrosoft IIS のインストールと構成

次の手順では、クラスタ内のすべてのサーバ上にMicrosoft IISを設定します。

Microsoft IIS Webまたは FTPサイトのインストールおよび設定

Webサイトまたは FTPサイトのペアを作成するには、各サーバ上に新規のサイトを追加して、ペアが同

じになるように設定する必要があります。または、デフォルトのWebまたは FTPサイトの保護を選択す

ることもできます。

1. LifeKeeper GUIを使用して、プライマリサーバ上で切り替え可能な IPアドレスと保護対象ボリ

ューム (存在する場合 )をサービス中の状態にします。

2. [プログラム] メニューの [管理ツール]から、 Internet Information Services (IIS) Managerを起動し

ます。このインターフェースを使用して、プライマリおよびバックアップサイトを作成することになりま

す。

3. [新しいWebサイト ]ウィザードを起動して、「サイト名」または「説明」を入力します。プライマリお

よびバックアップサーバの両方を同じ名前にする必要があることに留意してください。

4. Web サイトのみ: [TCPポート ] と [ホストヘッダ]のフィールドに入力します。プライマリサーバとバッ

クアップサーバで、これらが同じになるようにしてください。

5. Webサイトの切り替え可能 IPアドレスを選択するか、または入力します。サービス停止の状態

の場合は、保護対象の切り替え可能 IPアドレスはドロップダウンリストに表示されないことがあ

りますが、入力することは可能です。プライマリサーバとバックアップサーバでは、Webサイトの IPア

ドレスは同じである必要があります。

6. Web サイトのみ:複数の IDを持つWebサイトを設定する場合は、すべての IDの [IPアドレス]
フィールドに切り替え可能 IPアドレスを入力します。

7. サイトのホームディレクトリや物理パスをローカル (LifeKeeperによって保護されない)にすることが

できます。または、LifeKeeperの共有ストレージやレプリケーションストレージを使用することができ

ます。共有ストレージまたはレプリケーションストレージを使用する場合は、ボリュームがサービス
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中の状態で、このディレクトリがすでに存在している必要があります。

8. Web サイトのみ:Webサイトのアクセス権を選択します。

9. Microsoft IISサイトが起動されていることを確認し、バックアップサーバ上でのWebサイト設定に

進む前に、テストを行ってサイトがアクセス可能で正しく機能しているかどうかを確認します。

10. LifeKeeper GUIを使用して、バックアップサーバ上で切り替え可能な IPアドレスと保護対象ボリ

ューム (存在する場合 )をサービス中の状態にします。

11. 手順 2から 10を繰り返して、バックアップサーバ上にサイトを作成します。プライマリサーバとバック

アップサーバでは、Webまたは FTPサイトペアは同じでなければならないことに留意してくださ

い。

すべての IISサイトを作成して設定したら、次の操作を行ってください。

1. LifeKeeper GUIを使用して、プライマリサーバ上で切り替え可能な IPアドレスと保護対象ボリ

ューム (存在する場合 )をサービス中の状態にします。

2. Internet Information Services (IIS) Managerを使用して、プライマリサーバ上のプライマリサイトを

開始し、バックアップサーバ上のバックアップサイトを停止します。

注記 : LifeKeeperで保護される IPアドレスが該当のサーバ上でサービスを開始していなくて

も、Microsoftの IIS管理コンソールの画面には、サイトで使用可能なすべての IPアドレスが表示され

ることがあります。これはMicrosoft管理コンソールスナップインのバグです。ただし、運用上の影響はあ

りません。

保護対象のFTPサイトで匿名ログインを許可していない場合は、LifeKeeperのディープチェックプロセ

スを、匿名ではないログインを実行するように設定する必要があります。詳細については、匿名接続を

使用できないFTPサイトを保護する場合を参照してください。

SMTP仮想サーバを作成したい場合は、SMTP仮想サーバの作成および設定に進んでください。それ

以外の場合は、すでに 1つまたは複数の IIS リソース階層を設定することによってインターネットサーバ

に LifeKeeperの保護を追加する準備ができています。

SMTP 仮想サーバのインストールと構成

SMTP仮想サーバを作成するには、以下の手順を実行してください。それぞれのシステムに新しい仮

想サーバを追加して、ペアが同じになるように設定する必要があります。

1. LifeKeeper GUIを使用して、プライマリサーバ上で切り替え可能な IPアドレスと保護対象ボリ

ューム (存在する場合 )をサービス中の状態にします。

2. SMTPサイトのために、 [プログラム] メニューの [管理ツール]から、 Internet Information Services
(IIS) Managerを起動します。このインターフェースを使用して、プライマリおよびバックアップの

SMTP仮想サーバを作成します。

3. サーバ名を選択して [新しいWebサイト ]ウィザードを起動し、 [操作 ] メニューで [新
規 ]、 [SMTP仮想サーバ]の順に選択します。

4. サイトの説明を入力します。このとき、プライマリサーバとバックアップサーバの両方の説明が同じ

でなければならないことに留意してください。

5. 「このWebサイトに使用する IPアドレスを選択してください」というプロンプトが表示された
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ら、SMTP仮想サーバ用の切り替え可能 IPアドレスを選択します。これは、プライマリサーバと

バックアップサーバで同じにしてください。

6. ホームディレクトリのパスのプロンプトが表示されたら、ファイル共有を選択するか、共有または複

製ストレージデバイス上のボリュームを選択します。

7. この仮想サーバのデフォルトドメインを入力します。

8. SMTP仮想サーバが起動されていることを確認し、バックアップサーバ上での設定に進む前に、

テストを行ってサイトがアクセス可能で正しく機能しているか確認します。

9. LifeKeeper GUIを使用して、バックアップサーバ上で切り替え可能な IPアドレスと保護対象ボリ

ューム (存在する場合 )をサービス中の状態にします。

10. 手順 2から 9を繰り返して、バックアップサーバ上にサイトを作成します。プライマリサーバとバック

アップサーバで、サイトペアが同じでなければならないことに留意してください。

すべてのSMTP仮想サーバを作成して設定したら、以下のようにプライマリサイトを開始し、バックアップ

Webサイトを停止してください。

1. LifeKeeper GUIを使用して、プライマリサーバ上で切り替え可能な IPアドレスと保護対象ボリ

ューム (存在する場合 )をサービス開始の状態にします。

2. Internet Information Services (IIS) Managerを使用して、プライマリサーバ上のプライマリSMTP
サイトを開始します。

これで、1つまたは複数の IIS リソース階層を作成してインターネットサーバに LifeKeeperの保護を追

加する準備ができました。
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Chapter 3: IIS の構成の定義と制限

このセクションでは、LifeKeeper Microsoft Internet Information Services Recovery Kitの構成方法につ

いて説明します。

IIS の必要な役割、役割サービス、および機能

IISに対するLifeKeeperインターフェースは、サーバにインストールする以下の役割、役割サービス、およ

び機能を必要とします。

役割

l WebServer (IIS)

役割サービス

l IIS Management Console (IIS6管理コンソール)
l IIS6Management Compatibility (IIS6管理互換性 )
l IIS6WMI Compatibility (IIS6WMI互換性 )
l IIS6Metabase Compatibility (IIS 6.0メタベース互換性 )
l IIS6Management Console (IIS管理コンソール)
l FTP Server (FTPサイトを保護する場合 )
l FTP Service

機能

l SMTP Server (SMTPサイトを保護する場合 )

IIS アクティブ/アクティブ構成

IISでは、1つのクラスタ内の各サーバで複数のWeb/FTPサイトとSMTP仮想サーバを動作させること

ができます。1つのシステムで許可される (または必要とされる) IISソフトウェアのインスタンスは 1つのみ

です。Webサイト、FTPサイト、およびSMTP仮想サーバは、LifeKeeperによって個別に保護し、管

理することができます。以下の説明では「サイト」という用語でWebサイト、FTPサイト、およびSMTP
仮想サーバを総称的に示します。

次の図は、Webサーバの標準構成を図示したものです。
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プライマリとバックアップの指定

この構成では、それぞれサーバに 2つのWebサイト、すなわち、1つのプライマリWebサイトと1つのバッ

クアップWebサイトがあります。サーバ1にはWebSite1のプライマリインスタンスとWebSite2のバックアッ

プインスタンスがあります。サーバ2は逆の構成、WebSite2のプライマリインスタンスとWebSite1のバック

アップインスタンスの構成になっています。ある特定のサーバでユーザ要求のサービスを実際に行うのは

Webサイトのプライマリインスタンスのみです。

また、サーバ1には、FTPサイトという名前のFTPサイトのプライマリインスタンスとSMTPvs という名前

のSMTP仮想サーバのバックアップインスタンスがありますが、サーバ2には FTPサイトのバックアップイン

スタンスとSMTP仮想サーバのプライマリインスタンスがあります。

プライマリのWebサイトがユーザ要求のサービスを中止すると、LifeKeeperは、バックアップサーバ上のバ

ックアップインスタンスをアクティブにして、サービスを引き継がせます。そのため、サーバ1のWebSite1に
障害が発生すると、LifeKeeperはサーバ2のWebSite1インスタンスをアクティブにします。この切り替え

の後は、サーバ2で 2つのアクティブインスタンスが動作することになります。障害が発生したWebサー

バの問題が解決したら、サービスをサーバ1に戻すことができます。LifeKeeper Microsoft IIS Recovery
Kitでは、サービスを手動で元に戻せるほか、LifeKeeperの自動スイッチバック機能を使用できます。

プライマリとバックアップの指定

アクティブサイトの作成先のサーバがこのWebサイト用のプライマリLifeKeeperサーバになります。スタン

バイサイトの作成先のサーバがこのサイト用のバックアップサーバになります。「プライマリ」サーバと「バック

アップ」サーバの指定が設定対象のサイトごとに異なることに留意してください。

命名規約

LifeKeeper保護を可能にするには、次のサイト名規則を使用する必要があります (名前は IISコン

ソールの [説明 ] フィールドに入力する)。

l 英数字とダッシュのみを使用します。

l 保護対象のWebサイトの名前 (説明 )を変更する必要がある場合は、最初に、LifeKeeper
IIS リソースを削除してから、説明を変更し、リソースを作り直してしてください。
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同一のプライマリ/バックアップ Webサイト

同一のプライマリ/バックアップWeb サイト

プライマリ IISサイトごとに、他方のサーバに同じバックアップ IISサイトを作成する必要があります。これら

の2台のサーバを LifeKeeperハートビートで接続する必要があります。プライマリサイトとバックアップサイ

トを同じにするには、次の基準を満たす必要があります。

l [プロパティ]フォームの [説明 ]フィールドに、大文字、小文字の区別も含めて同じサイト名を入

力する必要があります

l [プロパティ]フォームでサイトに割り当てる切り替え可能な IPアドレス、ポート、ヘッダは同じでな

ければなりません。

l Webまたは FTPコンテンツ用に共有またはレプリケーションボリュームを使用する場合には、[
ホームディレクトリのパス]フィールドに割り当てるボリュームのドライブレターとフォルダを同じにする

必要があります。

l 特定のWebサイトに対して、複数のバックアップサイトを設定する場合は、他のWebサイトにも

同じ IDを設定する必要があります。すなわち、プライマリおよびバックアップのWebサイトは同一

の IPアドレス、ポートおよびヘッダを含んでいる必要があります。

l 一方のWebサイトを安全な Webサイトとして設定する場合には、他方のWebサイトも安全

な Webサイトとして設定する必要があります。安全な Webサイトには、別の制限が適用され

ます。詳細については、安全なサーバの設定を参照してください。

安全なサーバの構成

安全なサーバは、通信で SSL (Secure Socket Layers)を使用するWebサーバです。送受信される

データが暗号化され、また、WebクライアントとWebサーバが互いに相手を識別できるため、セキュリテ

ィが向上します。安全なサーバでは、URLとして http:ではなくhttps:を使用します。安全なサーバのデ

フォルトのポート番号は 443です。

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kit とLifeKeeperは、安全な IIS Webサイトを稼働させる方法に

違いはありません。実際、 IISでは、同じ Webサイトに TCPポートとSSLポートの両方を設定できま

す。スタートアップ手順や操作手順は変わりません。そのため、キーが生成され、該当のデジタル署名

が IISにインストールされたら、SSLポートを設定して、動作させることができます。

IIS 構成

LifeKeeper保護を確実にするためには、次の構成規則を守る必要があります。

l [プロパティ] フォームまたは [バインディング]フォームの [IPアドレス]のフィールドで指定した IPアド

レスを持たない IISサイトを保護することはできません。

l Webコンテンツで共有またはレプリケーションボリュームを使用している場合には、「このコンピ

ュータ上のディレクトリ」として、ホームディレクトリを指定する必要があります。次のいずれかとして

指定している場合、LifeKeeperはホームディレクトリを保護できません。

l 別のコンピュータ上での共有
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ドキュメントコンテンツの場所

l URLへのリダイレクト

l LifeKeeperで保護されていないボリューム

ドキュメントコンテンツの場所

共有および複製コンテンツストレージ

コンテンツボリュームが共有またはレプリケーションボリューム上にある場合は、両方のWebサイトが同じ

共有またはレプリケーションボリュームおよびフォルダを指定する必要があります。アクティブとスタンバイの

Webサーバ/サイトを同じにするには、プライマリサーバとバックアップサーバに同じコンテンツファイルを含め

る必要があります。ただし、コンテンツボリュームが共有またはレプリケートされたものでない場合は、コン

テンツボリュームを両方のシステムで更新する必要があります。

フェイルオーバ時のデータの可用性を確実にするために、プライマリサーバ上の共有ディスクまたはレプリ

ケートされたディスク上のフォルダとしてホームディレクトリを設定し、プライマリサーバと同じホームディレク

トリをバックアップサーバ上に設定してください。これにより、コンテンツファイルの1つのコピーのみをメンテ

ナンスできます。

非共有ストレージ

設定で共有ストレージを使用しない場合には、それぞれのサーバ上のローカルボリューム間でコンテンツ

を同期する必要があります。LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitには、2つのサーバ間でコンテンツ

を同期する機能はありませんが、以下のように、いくつかの推奨事項があります。

l SteelEye DataKeeperを使用して各アクティブサーバからスタンバイサーバへデータボリュームを自

動的にレプリケートしてください。

l Microsoft Site Server 3.0などのコンテンツコピーツールを使用してください。コンテンツコピーツー

ルとして、Robocopyユーティリティも使用できますが、Microsoft Site Serverのほうが推奨されま

す。

l テープバックアップシステムを使用している場合にはプライマリサーバにファイルのテープバックアップ

を作成してから、それらを必要に応じてバックアップサーバ上に復元してください。

複数の IIS サイトで異なるボリュームを使用する

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kitは、 IIS リソース階層を作成するときに、 IIS設定で指定された

ホームディレクトリパスを使用して IPアドレスとコンテンツボリュームに関連する依存関係を作成します。

複数のサイトを保護する場合は、サイトごとに異なる IPアドレスおよびボリュームを指定してください。

下記の階層は同じ IPアドレスと異なるボリュームリソースを使用するMyFTPSiteおよびMyWebSite
です。一方のサイトで行うメンテナンスは、もう一方のサイトに影響します。これは、両サイトに共通の

IP リソース依存関係があるためです。
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複数の IISサイトで異なるボリュームを使用する

バックアップサーバ上でMyFTPSiteをサービス開始にすると、その依存関係もバックアップサーバに移動

します。これによりMyWebSiteはプライマリサーバ上でサービス停止にされます。その後、バックアップサー

バ上でMyWebSiteを手動でサービス開始にする必要があります。

保護された IISサイトごとに異なる IPアドレスとボリュームを割り当てると、リカバリ操作を個別にすること

ができるので、リソースを柔軟に管理できるようになります。ただし、上記の図のようにそれらをグループと

して管理するほうが適することもあります。
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Chapter 4: IIS リソースの設定タスク

このセクションのトピックでは、リソースの設定に関するタスクについて説明します。

IIS リソース階層の作成

IIS階層を作成する前に、関連のボリュームと IP リソース階層 (必要であれば)を最初に作成したか確

認しておく必要があります。

プライマリサーバからリソースインスタンスを作成するには、次の手順を実行する必要があります。

1. LifeKeeper GUI メニューから [編集 ]を選択し、次に [サーバ]を選択します。ドロップダウンメニ

ューから [リソース階層の作成 ]をクリックします。保護するアプリケーションに対するサーバを選択

した後、[次へ]をクリックします。

ダイアログボックスが表示され、クラスタ内で保護することが可能なアプリケーションがドロップダウ

ンリストボックスに表示されます。

注記 :ダイアログボックス内で [戻る]ボタンがアクティブになっているときは、直前のダイアログボック

スに戻ることができます。これは特に、前に入力した情報の訂正が必要なエラーが発生した場

合に役立ちます。階層の作成手順の間に [キャンセル]をクリックすると、LifeKeeperは作成プロ

セス全体を取り消します。

2. [保護するアプリケーションの作成 ]ウィンドウが表示されます。[保護するアプリケーション]ドロップ

ダウンリストから [IIS]を選択し、[次へ]をクリックします。

3. サービスの種類 (WEBeb、FTP、または SMTP)を選択し、[次へ]をクリックします。

4. 表示されるサイト名を使用するか、または複数のサイト名がある場合はドロップダウンリストから

選択し、[次へ]をクリックします。LifeKeeperは、 IIS設定情報からこのリストを生成します。

5. サイト名と同様に表示されるサイトタグを使用するか、または新規にサイトタグを入力し、[次へ]
をクリックし IIS リソースを作成します。

LifeKeeperは、リソース階層作成用の有効なデータを指定したかどうかを検証します。LifeKeeperが
問題を検出すると、情報ボックスにエラーメッセージが表示されます。検証に成功すると、リソースが作

成されます。

IIS リソース階層の拡張

この操作は [編集 ]メニューから開始できますが、[IIS リソース階層の作成 ]オプションの処理を完了す

ると自動的に開始されます。その場合は、下記の手順 2を参照してください。

1. [編集 ] メニューの [リソース]から [Extend Resource Hierarchy]を選択します。[拡張前処理ウ

ィザード ]が表示されます。
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IIS リソース階層の削除

2. [拡張前処理ウィザード ]では引き続き情報の入力を求めるメッセージが表示されます。

注記 :最初の2つのフィールドは、[編集 ]メニューから拡張を開始した場合のみ表示されます。

フィールド 説明

プライマリサーバ IIS リソースが In Serviceになっているサーバを入力してください。

拡張するリソー

ス階層
拡張する IIS リソース階層を選択してください。

バックアップサー

バ

管理権限をもっているサーバのリストから IIS リソースのバックアップサーバに

なるサーバを選択してください。

3. 拡張前のチェックが正常に終了したというメッセージが表示されたら、[次へ]をクリックします。

4. 拡張する階層に応じて、拡張するリソースタグを表示する情報ボックスが表示されます。リソース

タグは編集できません。[次へ]をクリックし、依存関係を拡張します。

5. バックアップサーバ上の IIS リソースに対する優先順位を選択します。[拡張 ] をクリックし、 IIS リ

ソースをバックアップサーバへ拡張します。

6. [完了 ]をクリックすると、拡張処理は完了です。

IIS リソース階層の削除

LifeKeeper環境のすべてのサーバからリソース階層を削除するには、次の手順を実行してください。

1. LifeKeeper GUI メニューから [編集 ]を選択し、次に [リソース]を選択します。ドロップダウンメニ

ューから [リソース階層の削除 ]をクリックします。

2. IIS リソース階層の削除対象となるターゲットサーバを選択します。[次へ] をクリックして、次のダ

イアログボックスに進みます。注記 :右側のペイン内の個々のリソースインスタンスを右クリックする

か、1台のサーバにのみリソースがあるような左側のペイン内のグローバルリソースを右クリックし

て、リソースの削除作業を選択していた場合には、このダイアログは表示されません。

3. 削除する [階層 ]を選択します。リストボックスには、ターゲットサーバ上のすべて (すなわち、サー

ビス中およびサービス休止状態 )の階層が表示されることを覚えておいてください。 IISインスタン

スを停止させて、LifeKeeper保護からリソース階層を削除する場合には、削除する前に、選択

する階層がサービス休止状態になっていることを確認する必要があります。注記 :左側のペイン

内のグローバルリソースを右クリックするか、右側のペイン内の個々のリソースインスタンスを右クリ

ックして、リソースの削除作業を選択した場合は、このダイアログは表示されません。

4. [次へ] をクリックして、次のダイアログボックスに進みます。

5. 選択したターゲットサーバと削除対象として選択した階層を確認する情報ボックスが表示されま

す。[削除 ] をクリックし、LifeKeeperの保護から IIS リソースを削除します。 IIS リソースとその依

存関係がLifeKeeperの保護から削除されます。 IIS リソースの削除に成功したことを知らせる

別の情報ボックスが表示されます。

6. [完了 ] をクリックして [リソース階層の削除 ]メニュー選択を終了します。
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IIS リソース階層の拡張解除

IIS リソース階層の拡張解除

システムから IIS階層を拡張解除するには

1. LifeKeeper GUI メニューから [編集 ]を選択し、次に [リソース]を選択します。ドロップダウンメニ

ューから [リソース階層の拡張解除 ]を選択します。

2. IIS リソースの拡張解除の対象となるターゲットサーバを選択します。 IIS リソースが In Serviceで
あるサーバは選択できません。

注記 :右側のペインにある個々のリソースインスタンスを右クリックして拡張解除作業を選択し

た場合には、ターゲットサーバを選択するダイアログボックスは表示されません。

3. [次へ] をクリックして、次のダイアログボックスに進みます。

4. 拡張を解除する IIS リソース階層を選択します。[次へ] をクリックして、次のダイアログボックスに

進みます。

注記 :左側のペイン内のグローバルリソースを右クリックするか、右側のペイン内の個々のリソー

スインスタンスを右クリックして、拡張解除作業を選択した場合は、このダイアログは表示されま

せん。

5. 拡張解除するために選択したターゲットサーバと IIS リソース階層を確認する情報ボックスが表

示されます。[拡張解除 ]をクリックします。

6. IIS リソースの拡張解除に成功したことを確認する別の情報ボックスが表示されます。[完了 ] を
クリックして終了します。
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Chapter 5: IIS リソース階層のテスト

このセクションでは、 IIS リソース階層のテストについて説明します。

GUI からの手動切り替えの実行

[編集 ]、[リソース]、[サービス開始 ]の順に選択して、LifeKeeper GUIから手動切り替えを開始できま

す。例えば、バックアップサーバでサービス開始要求を実行すると、アプリケーション階層はバックアップ

サーバ側で In Serviceとなり、プライマリサーバのサービスは停止されます。この時点で、元のバックアップ

サーバがプライマリサーバとなり、元のプライマリサーバがバックアップサーバとなります。

[サービス停止 ]の要求を実行した場合、このアプリケーションはOut of Serviceになり、別のサーバのア

プリケーションは In Serviceになりません。

リカバリ操作

プライマリサーバに障害が発生すると、LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kit ソフトウェアが次の処理を

実行します。

l バックアップサーバのいずれかの物理ネットワークインターフェース上の IPアドレス (複数 )を [サービ

ス開始 ]にして、そのサーバで IIS リソース階層を In Serviceにします。

l バックアップサーバ側の共有または複製ボリューム (使用している場合 )をアンロックし、プライマリ

サーバ側でそれをロックします。

l バックアップサーバで IIS Webサイトを開始します。

リカバリが完了したら、Webサーバのユーザは、ブラウザの [リロード /リフレッシュ]ボタンをクリックして再接

続できます。
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Chapter 6: IIS 階層の管理

このセクションでは、 IIS階層の管理について説明します。

クイックチェック間隔、ディープチェック間隔、ローカルリカバリの設
定変更

クイックチェック間隔、ディープチェック間隔、ローカルリカバリのデフォルト値は、リソースがLifeKeeperの
保護対象となった後、LifeKeeperGUIを使用して変更可能です。デフォルト値を変更する場合は、リ

ソース上で右クリックし、変更したいエントリをメニューリストから選択してください。値を変更後、[変更 ]
ボタンをクリックしてください。修正の操作結果がダイアログボックスに表示されます。[完了 ]ボタンをクリッ

クして終了してください。

デフォルト値は以下のようになっています。

l クイックチェック間隔は 180秒 (3分 )

l ディープチェック間隔は 300秒 (5分 )

l ローカルリカバリは「有効」

手動切り替え

手動切り替えは、LifeKeeper GUIの [サービス開始 ]オプションを使用して実行できます。LifeKeeper
は、切り替え可能な IPアドレス、ボリューム、 IIS Web/FTP/SMTPサイトを他方のサーバに移します。

例えば、フェイルオーバの後にプライマリを修復してから、プライマリを再び使用したい場合などは、この

操作を行うとよいでしょう。

IIS のフェイルオーバ

フェイルオーバは次の2つの状況で発生します。

l 最初の状況は、ハードウェアまたはオペレーティングシステムで重大な障害が発生し、サーバが

稼働しなくなったときです。バックアップサーバ上のLifeKeeper Coreは、ハートビートメッセージ送

信の失敗時にこれを検出します。この時点で、LifeKeeper Coreがキットのリカバリスクリプトを呼

び出します。このリカバリスクリプトにより、インターネットサーバ (複数 )がバックアップサーバでサービ

ス中になることが保証されます。

l 2番目の状況は、リカバリキットのディープチェック / クイックチェックスクリプトがアプリケーションの障

害を検出したときです。これらのスクリプトは LifeKeeper Coreに障害を示すコードを応答しま

す。LifeKeeper Coreは、フェイルオーバプロセスを開始して、キットのリカバリスクリプトを呼び出し

ます。LifeKeeper Coreは最初にローカルサーバを停止させて (まだ停止していない場合 )、切り
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匿名接続を使用できないFTPサイトを保護する場合

替え可能 IPアドレスとLifeKeeperボリュームを非アクティブにします。次にバックアップサーバへの

フェイルオーバを続行します。

プライマリサーバを修復すると、スイッチバックタイプが [自動 ]の場合、インターネットサーバがプライマリ

サーバに自動的に戻ります。スイッチバックタイプが [インテリジェント ]の場合には、手動切り替えを行な

う必要があります。

Webクライアントが比較的少ない場合には、切り替えまたはフェイルオーバが発生すると常に問題が

起こります。第一に、 IPアドレスとボリュームをバックアップシステムに移動して、バックアップサーバを開始

するプロセスには約 45秒かかり (IPアドレスとボリュームの数により異なる)、ユーザはその間、サーバに

接続できません。第二に、切り替え中にアクティブサーバが停止して、アクティブサーバとユーザとの接続

が切れます。いずれの場合も、 IISクライアントが要求を再試行すれば、その要求は正しく処理されま

す。切り替え可能 IPアドレスとボリュームをバックアップシステムに移して、バックアップサイトが稼働状態

になると、サービスは正常な状態に戻ります。

匿名接続を使用できない FTP サイトを保護する場合

保護された FTPサイトを監視するため、デフォルトでは匿名ユーザを使用して接続し、ログインします。

この機能は各 FTPサイトの監視に割り当てられているディープチェックプロセスにより実行されます。サイ

トが匿名接続を許可していない場合、デフォルトのディープチェックは失敗します。匿名接続が許可さ

れていない場合は、LifeKeeperを使って簡単なログインのためのスクリプトを使用するか、ディープチェッ

クの間隔を 0秒に設定して、LifeKeeperリソースのディープチェックプロセスを無効にしてください。

FTP ログインスクリプトを使用する

Microsoft FTPコマンドはスクリプト化された FTPログインを使用する機能を提供します。LifeKeeperは
保護された各 FTPサイトの空のログインスクリプトファイルを作成します。そのファイルは FTPサイト名と

一致します。LifeKeeperは FTPコマンドが実行されるまで、空のスクリプトを使用することはありません。

それらは以下のフォルダで作成されます。

<LifeKeeper Root Install Folder>\admin\kit\webapp

「既定のFTPサイト」の空のログインスクリプトが置かれている場所の例は次のとおりです。

<LifeKeeper Root Install Folder>\admin\kit\webapp\Default

FTPSite.txt

ファイル名にスペースを使用できるので、 .txt拡張子を持つFTPサイト名 と確実にマッチさせることがで

きます。スクリプトのコンテンツは、4列のみ持つことができ、FTPオープンコマンド、ログイン ID、ログイン

パスワード、およびFTP byeコマンドを含んでいます。例えば、ログインスクリプトは以下の4行で構成さ

れる場合があります。

open 192.168.1.10

mytestloginID

mytestloginPW

bye

LifeKeeperはFTPクライアントユーティリティからの各応答に対して検索システムを使用します。「230」
で始まるレスポンスはログインに成功したことを示します。ログイン障害が発生するとディープチェックに失

敗します。そのほかのコマンドも、このスクリプトに追加はできますがLifeKeeperは、それを無視します。
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FTPのディープチェックを無効にする

FTP のディープチェックを無効にする

保護された FTPサイトが、匿名ユーザのログインを許可しない場合や、ログインスクリプトを使用したく

ない場合は、LifeKeeperの保護対象である特定のリソースに対するディープチェックを無効にすることが

可能です。LifeKeeperの「bin」フォルダのディレクトリへChange directoryを行い、以下のLifeKeeperコ
マンドを使用してリソースに対するディープチェックを無効にしてください。

cd <LifeKeeper Root Install Folder>\bin

ins_setchkint –t <LifeKeeper Resource Tag Name> -c d –v 0

LifeKeeper Microsoft IIS Recovery Kit 構成の変更

ポート番号、 IPアドレス、ハードウェア仮想サーバ、または安全 /非安全設定に影響を与える構成変

更は、LifeKeeperの構成にも影響を与えます。サーバとキット間にダイレクトなリンクがないため、次の

手順で構成を同期する必要があります。

1. 階層をサービス休止状態にしてから、階層を削除することによって、 IIS リソースの保護を削除

します。

2. プライマリサーバ側で、 IIS Consoleを正しく実行して、変更をこのサーバに適用します。

3. バックアップサーバ側で、 IIS Consoleを実行して、変更をこのサーバに適用します。

4. IIS リソース階層を作成し、それをバックアップサーバに拡張することによって、 IIS リソースに

LifeKeeper保護を追加します。

Microsoft IIS の削除

サイト自体またはソフトウェアパッケージのいずれかを削除する前に、 IIS Web/FTP/SMTPサイトの

LifeKeeper保護を削除してください。存在していないものの保護を LifeKeeperが試行しないようにす

るため、この操作は重要です。

注記 :キットのこのリリースは、Microsoft IIS 5.0とMicrosoft IIS 6.0でテストされています。このリリースが

最新のリリースと必ずしも互換性が維持されるとは限りません。その理由は、主として個々のレジストリ

キーと設定ファイルの位置と内容の依存関係です。

ネットワークインターフェースカード (NIC) の変更

ネットワークインターフェースカード (NIC)の変更手順は、交換するNICがオリジナルと同じカードタイプ

かどうかによって違ってきます。NICが全く同じモデルの場合には、システムの電源を切って、カードを交

換しシステムを再起動するという手順だけで済むため、ソフトウェアの再設定は不要です。この手順の

間にバックアップサーバに切り替えることができるため、Webサービスを中断させる必要はありません。

前記のシンプルな手順とは対照的に、異なるタイプのNICに変更する手順は複雑で、Webサービス

を中断することになります。手順が複雑になる主な理由は、LifeKeeperの IP階層にNICのモデル番

号が含まれているからです。このデータ部分は、簡単には変更できません。以下の操作によって切り替

え可能 IPアドレスを削除してから、再インストールしてください。
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1. LifeKeeper GUIを使用して、 IIS リソースのサービスを休止状態にしてから各階層を削除し、す

べての IIS リソースから保護を削除します。

2. バックアップサーバ上のものも含めて、すべての IISサービスを停止します。これで、すべての IIS
サービスがサービス停止になりました。

3. すべての IP階層を削除します (設定データを必ずメモしてください)。

4. サーバを停止させ、NICを交換してからサーバを再起動します。

5. すべての IP階層を再び作成します。

6. 各 Webサイトのプライマリサーバで IP階層をサービス中にします。

7. プライマリサーバ側で IISサービスを再開します。これにより、各 Webサイトがサービス中になりま

す。

8. 各 Webサーバのプライマリサーバで、LifeKeeper GUIを使用して、 IIS リソース階層を再作成し

ます。

注記 1:現在搭載しているNICのタイプを素早く確認するには、DOSプロンプトから ipconfigコマンド

を実行します。NICのタイプが出力に表示されます (例えば、「Ethernet adapter: DC21X41」
は、DC21X41という名称のEthernet NICを表します)。

注記 2: プライマリNICを変更すると、LifeKeeperのライセンスに影響を与える可能性があります。ライ

センスの詳細については、「プランニングおよびインストールの手引き」を参照してください。
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Chapter 7: IIS のトラブルシューティング

このセクションでは、LifeKeeperソフトウェアには特別な関係がない、全体的な環境に関連する現象に

ついての提案と見解を提示します。

現象と解決策

現象 : プライマリとセカンダリの両サーバに同じサイトが作成されるが、それぞれのサイトがリソース作成ウ

ィザード内のサイト名リストに表示されない。

解決策 :

l 同じオプションパラメータを指定しているか、また、それらの値が両システムで同じになっているか

チェックしてください (値は大文字小文字が区別される)。

l すべてのサイトに LifeKeeperの有効な説明が含まれているか確認してください (説明には英数

字とダッシュのみが使用可能 )。保護対象のWebサイトの名前 (説明 )を変更する必要がある

場合は、最初に IISを削除してから、説明を変更し、リソースを作り直してしてください。

現象 : FTPサイトにアクセスしようとすると、以下のエラーメッセージが表示される。

“User x cannot login, home directory inaccessible”.

解決策 : ANONYMOUS として FTPにユーザがログインするのを許可するには、インターネットゲストアカ

ウントユーザIUSR_{machine name}にローカルのログイン権限を付与する必要があります。

現象 : Internet Information Services (IIS) Managerに IIS Web/FTP/SMTPを設定しているときに、ドロ

ップダウンリストから IPアドレスを選択しようとすると、切り替え可能 IPアドレスが表示されない。

解決策 :切り替え可能な IPアドレスを手動で入力してください。
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